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令和３年

（2021)

お燈まつり（新宮市）

「お燈まつり」は、古来、神々が住まうといわれてきた熊野地域で１４００年以上も前の飛鳥時
代から伝わる神倉神社の例祭です。約２千人の「上り子」が御神火を移した松明を手に石段を
駆け下りる姿が、新宮節に「下り竜」と歌われています。 今年は新型コロナウイルス感染症の
影響で関係者のみでの開催となりましたが、再び「下り竜」が復活することを願います。

（写真提供：公益社団法人 和歌山県観光連盟）
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 
説明ができるか  

 
和歌山県知 事 と し て 政 策を 皆で議論する時、その政策が現実の事象への対

応として必 要 だ 、有 効 だ と「 説 明できるか」ということを検討してきました。  
政策 は 県 民 の 幸 せ に 資 す る も の で な けれ ば なり ま せ ん が、 そ のた め に は、

政 策 が 今 実 際 に 起 き て い る こ と に ち ゃ ん と 説 明 が で き る も の で な け れ ば な

りません。  
新型コロナ ウ イ ル ス 感 染症 については、昨春の第 1 波の影響は、 21 日間

の緊急事態 宣 言 下 で 強 い自 粛 を要請した結果、県全部で 1,200 億円くらいの

打撃、雇用 に し て 約 1 万 人の 雇用需要減という数字が出ました。  
それに対し て 、 公 的 支 援は 融資を除くと昨年 1 年で合 計 530 億円、 21 日

間では 単純に 計 算 す る と 、 30 億円く らいに なって しま います 。もっ と多 く

出したらよ い の で は な いか と 言われても、県の財政規模から見てとうてい支

えら れ ない 、 と い う こ と が 分 か りま す。 そ の時 、 人々 の生 活 は、 暮 らし は、

命は 、 心は 、 健 康 は 耐 え ら れ る と説 明で き るか 。 した がっ て 、和 歌 山県 は、

保健医療行 政 で が ん ば って 感 染の拡大防止に努めるから、県民の生活と経済

には最低限 の 制 限 し か しな い という政策をとってきたのです。  
でも、世の 中 を見 て い る と 、コロナについてだけでも説明できないことが

たくさんま か り 通 っ て いま す 。何故、欧米と日本では感染のレベルが違うの

か説明がで き る か 。欧 米 には 陽性者を追跡調査して隔離する保健所がないか

らです。医 療 が 大 変 だ か らと いってコロナの感染症法のステータスを落とし

てしまって も 大 丈 夫 か 、保健 所が大変だから積極的疫学調査は一部だけでも

大丈夫と説 明 で き る か。保健 所が陽性者を隔離することすらできなくなって

感染が拡が り 、そう な れ ば、重症者も増えて、よけい医療が大変になるでは

ありません か 。 そ ん な 例が い っぱいあります。  
マ ス コ ミ の 報 道 を 見 た り 、 専 門 家 の 方 々 の 評 論 を 聞 い た り し て い る と 、

色 々 な 現 実 を そ れ で 説 明 で き る の か 疑 問 だ と い う こ と が 大 変 多 い と 思 い ま

す。報道、発 言は 自 由 だ けれ ど、我々県民はそれを盲信することなく、それ

でこれが「 説 明 で き る か」 と いう気持ちをもって対応したいものです。  
でも、行 政 と 医 療の 踏 ん 張りはギリギリです。県民の皆さまには、県から

の最低限の お 願 い だ け は守 っ てください。  

 

 

 

和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

1/26 記者会見室にて 
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今月の和歌山県政トピックス                         
 

●ロンリープラネット「Ｂｅｓｔ ｉｎ Ｔｒａｖｅｌ２０２１」のサスティナビリ

テティー部門の世界一に「和歌山」が選出されました                  

 
 先月号で世界的旅行ガイドブックであるロン

リープラネットの「ＵＬＴＩＭＡＴＥ ＴＲＡＶ

ＥＬ ＬＩＳＴ」に熊野古道と高野山が選出され

たことをお知らせしたところですが、更に朗報が

飛び込んでまいりました。 
ロンリープラネットが、その年の最も旬な旅行

先を紹介する「Ｂｅｓｔ ｉｎ Ｔｒａｖｅｌ２０

２１」において「読者が選ぶサスティナビリティ

ーに配慮した観光地」に「和歌山」が選出されま

した。 
 「Ｂｅｓｔ ｉｎ Ｔｒａｖｅｌ２０２１」では、「サスティナビリティ

ー部門」、「コミュニティー部門」、「ダイバーシティ部門」の３つが設

定され、それぞれの部門について、「編集者や記者による選出（１０か

所）」、「読者投票による選出（１か所）」という２つの視点から各部門

を代表する観光地が選定されています。 
つまり、世界最大の旅行出版社が紹介する観光地のサスティナビリティー部門において、

世界中に数多ある観光地の中から読者投票の１位に「和歌山」が選ばれたことになります。 
 なお、サスティナビリティーとは持続可能性のことで、ここでは観光客が地域に与える

環境、経済、社会文化的な影響を軽減し、地域を保全していくことを意味しており、この度

の受賞は、熊野古道をはじめ、高野山、串本、白浜などの観光地や農業体験、食文化ととも

に、和歌山県が誇る豊かな自然を背景として、地域と観光資源とが持続可能な形態で維持

されてきたことが高く評価されたものと考えます。 
 新型コロナウイルス感染症の収束後、海外から多くの観光客の方々が訪れことを楽しみ

に、着々と準備を進めてまいります。 
【「Ｂｅｓｔ ｉｎ Ｔｒａｖｅｌ２０２１」の紹介文（抜粋）】 

銀色に輝く瀑布、白大理石のような石灰岩の海岸、手つかずの深い森など、和歌山県全域に広が 

る豊かな自然美は、この国にとって三種の神器よりも価値があるように感じます。 

  この地では、極上の癒しとして素晴らしいアウトドア体験ができます。例えば、長旅の疲れで重 

くなった肩を癒してくれる天然の温泉、まるで熱帯雨林の中を歩いているようにゆったりとした時 

間が流れる森に包まれた巡礼路、さらには、心を穏やかに歩く昔懐かしい感じがする山のハイキン 

グ道など。読者の最もお気に入りのサスティナブルな旅行先として和歌山県が選ばれることは全く 

不思議なことではありません。                                           

 

 

 

「Ｂｅｓｔ ｉｎ Ｔｒａｖｅｌ２０２１」 

ロゴマーク 
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●２０２０年 年間 人気温泉地ランキングで白浜温泉が全国第４位に                  

 
 楽天株式会社が運営する旅行予約サービス「楽

天トラベル」が、１月１５日付で発表した『２０２

０年 年間 人気温泉地ランキング』において、本

県の白浜温泉が全国第４位にランクインしまし

た。 
新型コロナウイルス感染症の影響で宿泊客数が

減少する中、県民を対象に県内宿泊施設等を利用

する際に宿泊費等を一部割引する「わかやまリフ

レッシュプラン」の展開や、「水の国、わかやま。」等の県内を周遊する様々な企画を実施

したことが、今回の結果に繋がったものと考えます。 
今後も白浜温泉をはじめ県内各地にある温泉の他、本県の大自然を含む観光資源の魅力

を発信いたしますので、コロナが収まった際には、是非、「蘇りの地、わかやま」へお越し

ください。 

 

●和歌山県のＩＲに２者から提案審査書類等の提出がありました                  

 
 本県では、和歌山県が今後更に発展していくために

は、国内外から多くの観光客を呼び込み、大きな経済効

果や雇用効果が見込める「ＩＲ」という新たな成長産業

が必要になると考え、その誘致に取り組んでいます。 
２０２５年の大阪・関西万博開催までの開業を目指し

て、昨年３月には、和歌山県特定複合観光施設設置運営

事業募集要項を公表し、民間事業者の公募を開始してい

ました。その後、提案審査書類等の提出期限を令和２年１０月１９日から令和３年１月１

５日まで延期し、令和２年１２月１８日には、国の基本方針と区域整備計画の認定申請期

間を定める政令が決定され、本県では令和３年１月７日に県の実施方針を決定しています。 
そのような中、令和３年１月１５日に締め切りを迎えた「和歌山県特定複合観光施設設

置運営事業における事業者公募」に、「クレアベストニームベンチャーズ株式会社」と「サ

ンシティグループホールディングスジャパン株式会社」の２社から提案審査書類の提出が

ありました。 
クレアベストニームベンチャーズ株式会社は、カナダ、アメリカ、チリ、インド、イギリ

スの５か国で３０以上のゲーミング事業に携わる等、北米を中心に世界で幅広く投資を行

っているクレアベスト・グループの関係会社です。一方、サンシティグループホールディン

グスジャパン株式会社は、マカオ等アジアの複数地域で富裕層を対象としたカジノ関連事 

崎の湯からの眺望 

ＩＲ予定区域（和歌山マリーナシティ） 
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業やエンターテイメント、宿泊、ホスピタリティといった様々な事業をＩＲ施設で運営す

るサンシティ・グループの関係会社です。 
今後は、今年の春頃に優先事業者の選定を行い、選定された事業者と共に区域整備計画

書を作成し、令和４年４月２８日までの区域認定の申請を行う予定です。国から全国３か

所の内の一つに選ばれれば、日本で最初のＩＲとして開業できると考えています。 
国からの区域認定が受けられるよう、今後も着実に準備を進めてまいります。 
 

●「みなべ・田辺の梅システム」世界農業遺産認定５周年の記念動画を配信中                  

 
 「みなべ・田辺の梅システム」は、約４００年にわ

たり養分に乏しい傾斜地を活用して自然と共生し、高

品質な梅を生産してきた農業システムです。ここでは、

里山の斜面を梅林として利用し、その周辺に薪炭林を

残すことで水源涵養や崩落防止の機能を持たせ、薪炭

林に住むニホンミツバチと梅との共生、梅栽培の歴史

の中で培われた遺伝資源等、地域の資源を有効に活用して、梅を中心とした農業を行い生

活を支えています。この梅産業から広がる様々な文化と景観、先人の知恵と工夫で作られ

た農業システムが平成２７年１２月１５日に世界農業遺産に認定されました。 
みなべ町、田辺市、和歌山県、紀州農業協同組合、紀南農業協同組合他１６団体からなる

「みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会」では、現在、認定から５周年を迎えた本シス

テムの更なる認知度向上を図るため、システムを支える様々な方々へのインタビューや活

動状況を撮影した動画を協議会ホームページや協議会ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルで配信し

ています。 
リポーター役を務めるのは、昨年度「梅システムマイスター（※）」となった県立神島高

校３年生の、井上実優（いのうえ みゆ）さん、中松來伽（なかまつ らいか）さんのお２人

です。動画は２分～１５分程度となっており、「つなげよう！未来へのバトン！」をテーマ

に、２人が地域を訪ね生産者や団体などの

活動を取材したものを中心に作成されて

います。配信は、認定の日と同じ１２月１

５日から順次行っており、令和３年３月末

までに全１９本を配信する予定です。 
このような取組により和歌山が誇る梅

とそれを育み続けてきたシステムを多く

の方にお知りいただくことで、梅産業の更

なる発展へと繋げたいと考えます。 

 

仁坂知事も第２話に登場しています 

梅林と薪炭林を中心とした農村文化が育まれています 
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【配信サイト】 

○みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会ホームページ 

   https://www.giahs-minabetanabe.jp 

○みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会 YouTube チャンネル 

https://www.youtube.com/channel/UCiIcO9s3hAXLRo-ePY4KJFA 

 
※梅システムマイスターとは・・・和歌山大学と連携して行っている世界農業遺産に係る公開講座の受講・ 

修了者の中から、世界農業遺産を説明・活用できる人材として任命された方々 

 

●和歌山県立医科大学附属病院の膵がんセンターが「膵がんドック」を開設                  

 
 膵臓は胃の後ろの体の深いところに位置していること

から、がんが発生しても症状が出にくく、通常の健康診断

では中々早期発見には至りません。そのため、自覚症状が

出てから診断された場合は、がんの進行度合いを表すス

テージが相当進んでいることが多く、がんの中でも特に

治療が難しいがんであると言われています。 
 全国的にも膵がん患者は増加傾向にあり、国立がん研究

センターの「２０１８年のがん統計予測」では膵がんの年

間罹患数予測は４０，０００人、年間死亡数予測は３４，

９００人で、悪性新生物の主な部位別にみた年次死亡数

（人口１０万対）は近年肝がんを抜き、胃がんに次ぐ第４

位となっています。一方、県内においても人口１０万人に

対する膵がんによる死亡者数が全国ワースト３位という

状況で、膵がんによる死亡率が特に高くなっています。 
 和歌山県立医科大学附属病院では、こうした現状を克服するため令和元年９月に膵がん

センターを開設しました。消化器内科・消化器外科・放射線科・病理診断科等が連携して、

膵がんの診断・治療にあたっており、最新の超音波内視鏡を使用した検査を年間約２，００

０件実施する等、膵がん治療の鍵となる早期発見に力を入れています。そのような中、今

後、更なる膵がんの早期発見・治療を目指し、令和３年２月から新たに「膵がんドック」を

開設しました。膵がんドックでは、超音波内視鏡や腹部エコー、ＭＲＩ、血液検査を組み合

わせた３つのプランでがんの有無を調べます。 
なお、膵がんセンターでは、コロナ禍の中でも安心してがん検診を受けられるよう、専用

の個室を用意するとともに、来院者のマスク着用や体温チェックの実施、ソーシャルディ

スタンスの確保や消毒等の感染防止対策を徹底しています。 
和歌山県立医科大学附属病院では、この「膵がんドック」の開設により、膵がんの早期発 

見を推進するとともに、膵がんセンターを中心として最終的な目標である膵がんの克服を

目指して診療に取り組んでいます。 

ＭＲＩ（ＭＲＣＰ）検査の様子 

超音波内視鏡検査（ＥＵＳ）の様子 
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【お問い合わせ先】 
・膵がんドックの内容に関すること 
  和歌山県立医科大学附属病院 膵がんセンター（電話０７３－４４７－０９０５） 

・お申し込み 

和歌山県立医科大学附属病院 予約センター （電話０７３－４４１－０４８９） 

※完全予約制 ８：３０～１６：００（平日のみ） 

・膵がんドックＨＰ https://www.wakayama-med.ac.jp/med/suigandock/index.html          

 

●スマート農業フェアを開催しました                         

 
 和歌山県では果樹王国ともいわれるほど農業が盛ん

で、これまで収益性の高い農業の実現を目指して高品

質生産等、様々な取組を行ってきたところ、農業産出額

が平成２９年までの５年間で３０％も伸びました。 
しかしながら、昭和６０年から平成２７年の３０年

間で県内の農業者数が約半分まで減少するとともに、

農業者の内６０歳以上の占める割合が７０％を超え、

収穫などの繁忙時の労働力不足が一層深刻な状況とな

っています。 
このような中で農業を振興するためには、新たな農業

の担い手の育成や、少ない労働力でもこれまでと同等

あるいはそれ以上の生産を確保できるよう、一層の省

力化や生産性を向上させる必要があります。 
そこで本県では、従来の農業にドローンやアシストスーツ等のロボット技術や、作物に

最適な管理を行うためＩＣＴ（情報通信技術）等の最先端技術を取り入れる「スマート農

業」導入に取り組んでいます。 
現在、スマート農業の現場への導入を加速させるため、展示会等による「最先端の機器や

技術」の紹介から生産現場での実演、導入のための補助金まで「知る」、「試す」、「導入

する」という各段階に応じて様々な施策をこれまで以上に強力に取り組んでいます。 
昨年１１月４日と今年の１月１３日には、最新の技術や機器を知っていただく場として

「わかやまスマート農業フェア」を開催し、延べ約４００名の方々が来場しました。 
当フェアでは、ドローンやアシストスーツ等のスマート農業機器や営農支援システム等

の各種クラウドシステム等を展示するとともに、出展企業による製品や動画等を用いたプ

レゼンテーション、有識者による講演を実施しました。来場者の皆さんは興味あるスマー

ト農機を試したみたり、講演に熱心に聞き入る様子から、スマート農業に対する関心と期

待の高まりを感じるイベントとなりました。スマート農業機器は、農業現場に導入するに

はまだまだ価格が高かったり、改良が必要な場合がありますが、技術は年々進歩しており、 
このようなイベントの開催により最新の技術を紹介したいと考えています。 

アシストスーツを試着する参加者 

ドローンの説明を受ける参加者 
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また、今年度からは、展示会形式のフェアに加えて、実際の農業現場での実演会や技術を

習得するためのスマート農業実践塾等も開催しています。農業者の皆さんに、自分の農業

経営にどのような機器や技術が活用できるのか、あるいはこうした先端機器を活用して生

産性を上げるには、経営や栽培方法をどのように変えていったらよいのか等、更に理解を

深めていただき、現場へのスマート農業導入を促進していきたいと考えています。 
                       

●令和２年度 南紀熊野ジオパークフォトコンテスト入賞作品決定！                  

 
 昨年からの新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、県

内学校の修学旅行先が近場へシフトする動きがあり、南紀

熊野ジオパークセンターへの来訪を働きかけた結果、当セ

ンターには県内外から１００校を超える学校が修学旅行

が訪れました。南紀熊野ジオパークセンターでは、今後も

多くの子供達がジオパークに魅力を感じ、理解を深めても

らえるよう、オンライン授業やジオサイトでの体験学習を

行って行く予定です。 
その南紀熊野ジオパークセンターでは現在、南紀熊野ジ

オパークフォトコンテスト入賞作品の展示を行っていま

す。「南紀熊野ジオパークエリアの魅力が伝わる写真」を

テーマに、魅力的な地形や風景、自然の恵み、南紀熊野の

歴史や文化、エリア内での人々の営み等が切り取られた素

晴らしい作品の数々を御覧いただけます。 
令和２年度入賞作品の展示は令和４年２月頃までの予定となっておりますので、新型コ

ロナウイルス感染拡大が収まった際には、当センターを訪れていただければと思います。 
【令和２年度南紀熊野ジオパークフォトコンテスト「優秀賞」の作品（つづきあり）】   

 

 
 

 

最優秀賞「岩城」山本早苗さん（撮影場所白浜町） 

「神の住む嶋」山本正治さん（撮影場所:串本町） 「ぼくらの遊び場」鈴木文代さん（撮影場所:古座川町） 
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【令和２年度南紀熊野ジオパークフォトコンテスト「優秀賞」の作品（つづき）】   
 
 
 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●本県試験研究機関の研究成果を発表します                           

 
 本県では、生産者の所得向上に繋がる技術開発を加速させることを目的として、平成２

４年度に「農林水産業競争力アップ技術開発事業」を創設しています。 
その取組の成果等を広く県民の皆さんに知っていただくため、２月３日～２月２５日ま

での間に、水産試験場、林業試験場、農業試験場・暖地園芸センター、果樹試験場の各試験

研究機関において、成果発表会を開催しています。今号では、そのうち２つの取組をお知ら

せいたします。 
≪シロアマダイの種苗生産技術の開発≫ 
 本県の沿岸に生息する高級魚、シロアマダイを専門

に狙うはえ縄漁が行われており、漁業者からシロアマ

ダイの漁獲量増大を目的とした種苗放流の要望が寄

せられていました。 
しかし、アマダイ類の内、アカアマダイについては

他県で種苗放流が事業化されている例もありますが、シロアマダイは研究途上にあり、種 

「山中に咲く」早山信武さん（撮影場所:新宮市） 

「覚悟を決めて！」 

長谷洋さん（撮影場所:北山村） 

「那智の扇祭り」 

上地浩史さん（撮影場所:那智勝浦町） 

シロアマダイ種苗（日齢８０） 
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苗生産の知見は少ない状況でした。 
そこで水産試験場では、平成３０年からシロアマダイの種苗生産技術の開発に取り組み、

初期餌料の給餌方法を開発するとともに、最高１，００８尾（全長５０ｍｍ）の生産に成功

し、種苗放流の事業化に向けて一歩前進することができました。 
≪シカを捕獲するための新しいタイプの囲いワナ≫ 
本県では、シカによる農林業の被害が問題となって

おり、その対策の一つとして、檻による捕獲を行って

います。しかし、従来の捕獲檻では、金属製の扉を落

下させて捕獲するため、扉が落下する大きな音で、捕

獲されなかった周囲のシカの警戒心が高まり、捕獲が

難しいシカを増やしてしまう結果となっていました。 
そこで果樹試験場と林業試験場では、平成３１年か

ら共同で研究を進め、防護柵の穴や隙間から農林地に侵入しようとするシカの習性を利用

し、捕獲時に大きな音が発生せず、周囲のシカを驚かせない機構を備えた「獣類捕獲用ゲー

ト」を開発しました。 
このゲートは一方通行の仕組みとなっており、大きな音も発生しないため、捕獲した個

体に捕獲されたという認識がなく激しく暴れないことから、周囲に存在するシカの警戒心

を高めず、連続的、持続的な捕獲が可能となります。 
なお、当ゲートの構造については、令和元年１２月１２日に特許を出願しています。 

本県では、今後も生産者の所得向上に繋がる技術開発を加速させるため、各種研究機関に

おいて様々な研究を進めてまいります。 
 

●「高野山奉納小型木製五輪塔及び関連資料」が国登録有形民俗文化財に                    

 
 １月１５日に国の文化審議会から「高野山奉納小

型木製五輪塔及び関連資料（左写真）」を国登録有

形民俗文化財として登録するよう文部科学大臣に

答申されました。 
 「高野山奉納小型木製五輪塔」は、平成３１年４

月に高野山真別所圓通寺（えんつうじ）の本堂の須

弥壇（しゅみだん：仏像等を安置するために一段高

く設けられた場所）下から発見された木製のもので、１０

ｃｍ程の大きさの１万２千点余りの五輪塔が１５点の木

箱に収納されており、木箱の墨書等から江戸時代後期に製

作されたものと推測されています。 
奉納された五輪塔の底部には、奉納者の名や地域の他、 

高野山奉納小型木製五輪塔及び関連資料 

五輪塔と納入品 

ワナに侵入するシカの様子 
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奉納の目的等も記されており、奉納者が全国的に及

んでいる様子から高野山の僧侶の広範な活動をう

かがうことができる等、資料として高い価値を有

し、我が国における霊山信仰や死者供養の様相を考

えるうえで注目されます。 
 一方「関連資料」は五輪塔と共に納められていた

神札や護符、祈祷札等で、五輪塔が奉納された当時

の信仰的な背景をうかがうことができる貴重な資

料です。 
 国登録有形民俗文化財とは、国の文化財登録制度として平成１７年４月から設けられた

もので、現在、全国で４５件の登録有形民俗文化財が登録されています。当該文化財が登録 
されれば和歌山県初の登録有形民俗文化財となります。 
 

●株式会社オークワが関西スポーツ応援企業表彰の大賞に輝きました                          

 
この度、関西広域連合・関西経済連合会がスポ

ーツ振興や地域経済活性化に貢献している企業

等を表彰する第２回「関西スポーツ応援企業大

賞」に和歌山市に本社を置く株式会社オークワ

が選ばれました。  
株式会社オークワは、和歌山、大阪、奈良、三

重、兵庫、愛知、岐阜、静岡の１府７県で食料品、酒類、米類、家庭用品、住居用品、室内

装飾品、ＤＩＹ、スポーツ用品、家庭電化製品、医薬品、衣料品等の販売を行うチェーンス

トアを展開し、和歌山県民の日常生活を支える一部上場企業です。 
１９８５年から「ちびっ子健康マラソン大会」の開催、２００６年から自社卓球部による

中学生向け指導講習会を開催する他、サッカー教室やバレーボール大会等、地域に根付い

たスポーツイベントの開催・支援を通じ、多くの人々のスポーツ機会の創出に貢献してい

ます。また、卓球、陸上、馬術、ウエイトリフティング等多様な競技において国体等で活躍

する選手の雇用や支援等を行い、和歌山県のスポーツ競技力向上にも貢献しています。 
このような長年にわたる取組が特に優秀であると

評価され、この度の大賞受賞となりました。 
今年度は、財団を通じ、アルコール洗浄ハンドジェ

ルの寄付等、コロナ禍におけるスポーツ活動の早期

再開に向けた支援も実施しておられます。  
第１回の大賞にはミキハウスが選ばれており、関

西という他にも名だたる企業が並ぶ中での大賞は大 
技術指導講習会の様子（※2019.12.7 撮影） 

神札、護符等の関連資料 

2月 10日には表彰状授与式を行いました 
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変素晴らしいことです。 
関西広域連合・関西経済連合会では、今後もこのような取組を広く周知することで、企業

におけるスポーツ活動を推進するとともに、スポーツへの参加に対する社会的機運の醸成

を図り「生涯スポーツ先進地域関西」の実現を目指してまいります。 
 

                              お 知 ら せ 
 

●和歌山県産「南高梅」を使用した飲み物が発売されています                           

 
 本県では、わかやま産ブランドの向上と県産食材の認知度

向上を目的に食品メーカへの県産品採用に向けた取組を行

っています。この度、梅の花咲く季節に、収穫量日本一の和

歌山県産「南高梅」を使用した飲み物が発売されることとな

りましたのでお知らせいたします。 
≪ 「三ツ矢梅」 ≫ 
アサヒ飲料株式会社から、「南高梅」の果汁とピューレを

使った「三ツ矢梅」がリニューアル発売されています。 
南高梅を蒸煮して、柔らかくなった梅を裏ごしした「梅ピ

ューレ」を使用することで、味わいに深みが加えられており、

南高梅の持つ芳醇な香りと、すっきりした甘酸っぱさが味わえる炭酸飲料です。また、コロ

ナ禍においてリフレッシュニーズが高まる中、１０００ｍｇ配合されたクエン酸が、気分

転換にぴったりです。２月２日から通年、全国のコンビニや量販店等で販売されます。 
≪ まぜるシェイク 紀州南高梅 ≫ 
 株式会社モスフードサービスから、「南高梅」の果汁を使用

した「まぜるシェイク 紀州南高梅」が発売されています。 
モスバーガーを展開する株式会社モスフードサービスでは、

北は北海道から南は九州、沖縄までを全国８エリアに分け、地

域食材を使用した「まぜるシェイク」を全国で販

売します。 
その第１弾として、２月１０日から３月下旬ま

で全国のモスバーガー店舗において、「まぜるシ

ェイク 紀州南高梅＜和歌山＞」が新発売される

こととなりました。 
バニラシェイクと南高梅果汁が混ざることで、クリーミーな甘さの中に、ほどよい酸味

と爽やかな香りを楽しめる味わいとなっています。期間限定商品となっておりますので、

是非この機会に御賞味ください。 

芳醇な香りと甘酸っぱさが味わえます 

５００ｍｌ    １．５Ｌ 

ご当地「まぜるシェイク」の１番目に登場 
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●アンテナショップ「わかやま紀州館」からお知らせ                          

  
本県では、首都圏において、和歌山の魅

力溢れる観光と物産を一体的にアピール

する情報発信拠点として東京有楽町にア

ンテナショップ「わかやま紀州館」を設置

しています。 
 この度、より多くの方に和歌山県産品の

魅力をお伝えするとともに、新型コロナウ

イルスの影響による新たな生活様式での

多様なお客様ニーズにもお応えできればと、「わかやま紀州館」の商品が購入できる通販サ

イトがオープンしました。 
【わかやま紀州館通販サイト】 
 

・サイト URL：https://shop-kishukan.raku-uru.jp/ 
 

 
 巣ごもり生活が続く中、ふるさとの懐かしい産品や新しい商品を探しに、当サイトにお

越しいただければと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

是非当サイトにお越しください 

「わかやま紀州館」は、２月９日にオープン１７周年を迎え、 

現在、周年祭を開催中（２月１日～２月２８日まで）です。 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」などの分野

で活用させていただいております。 

また、今年度から「新型コロナウイルス

感染症対策」、「子供たちの教育環境の充

実」、「犬・猫の殺処分ゼロを目指す活動

への支援」の３つを寄附メニューに追加

しました。（次頁参照） 

御寄附につきましては、申出からクレ

ジット決済等までを同時に行うことが可

能なふるさと納税総合サイトが大変便利

です。 

１２月から「ふるさとチョイス」に加え、       

「ふるなび」、「ＡＮＡのふるさと納税」 

からも申出いただけるようになりました。 

ぜひ御利用ください。 

また、和歌山県外にお住まいで１万円以 

上の御寄附をいただいた方には、和歌山県 

優良県産品（プレミア和歌山）として県が 

認定した商品の中から、事業者の協力を得 

て選定した返礼品の中から１品をお選びい 

ただけます。 

昨年度から返礼品の拡充を行い、寄附金 

額に応じて返礼品を選んでいただけるよう 

になりました。和歌山県が誇る優良産品 

（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

各ポータルサイトの QR コードはこちら↓ 

   ふるさとチョイス       ふるなび        ANA のふるさと納税 

 

 

 

単身者の場合 夫婦、子 2人の場合 
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300 万円 28,000 円 300 万円     － 
400 万円 42,000 円 400 万円 12,000 円

500 万円 61,000 円 500 万円 28,000 円

600 万円 77,000 円 600 万円 43,000 円 
700 万円 108,000 円 700 万円 66,000 円

800 万円 129,000 円 800 万円  85,000 円

900 万円 151,000 円 900 万円 119,000 円 
1,000 万円 176,000 円 1,000 万円 144,000 円 
1,500 万円 389,000 円 1,500 万円 361,000 円 
2,000 万円 564,000 円 2,000 万円 536,000 円

自己負担額2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の 

目安は下の表のとおりです。 

【注意】下の表はあくまでも目安としてお考えください。 

全額控除される寄附金額の目安 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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 新型コロナウイルス感染症の対策をすすめます。 
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令和２年度 お礼の品一覧 
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令和２年度 お礼の品一覧 
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令和２年度 お礼の品一覧 
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                             お 知 ら せ  

 

令和２年度 お礼の品一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

返礼品２５７品のうち、４２品を御紹介しました。 

なお、Ｈ１８１、Ｈ２０１～２０３は申込みを終了しました。 

商品の詳細や他の商品を御覧になりたい方は、ふるさと納税ポータルサイトを御覧 

ください。     

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 

＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ★お問合せ窓口★ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、森本、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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                         ふるさと歳時記  

 
自然・風物情報(令和３年２月～３月)    

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

 

2 月上旬 

 

いちご狩り開園 
紀の川市貴志川町、 貴志川観光いちご狩り協

会 0737-64-7212 

かつらぎ町 等 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

2 月上旬 紀州雛がお出迎え 和歌山県庁 子ども未来課 

073-441-2490 

2 月中旬 オガタマノキの花見頃 新宮市・熊野速玉大社 熊野速玉大社 

0735-22-2533 

 

2 月下旬 

 

菜の花見頃 
橋本市小峰台 はしもと広域観光案内所 

0736-33-3552 

上富田町市ノ瀬 上富田町観光協会 

0739-47-0550 

2 月下旬 椿見頃 
串本町・通称つばき道路 南紀串本観光協会 

0735-62-3171 

和歌山市・友ヶ島 和歌山市観光協会 

073-433-8118 

3 月上旬 ツクシ顔を出す 県内各所  

3 月上旬 あまご漁解禁 
有田川町・上湯川 有田川漁協 

0737-52-4863 

古座川町・古座川 古座川漁協 

0735-72-3800 

3 月上旬 和歌山城のこも外し 和歌山市・和歌山城公園 和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

3 月上旬 シロウオ漁はじまる 湯浅町・広川河口 湯浅町観光協会 

0737-63-2525 

3 月中旬 クマノザクラ見頃 田辺市・ 
県道龍神中辺路線沿い 

中辺路町観光協会 

0739-64-1470 

3 月中旬 古道のミツマタ見頃 新宮市・ 
熊野古道「大雲取越」 

熊野本宮観光協会 

0739-43-5555 

3 月下旬 姫ひじきの収穫始まる 串本町・姫の磯 和歌山東漁協西向支所 

0735-72-0176 

 
 
 
 
 
 
 
 

 シロウオ漁の様子 
紀州雛 
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～編集後記～ 
 

２月に入り寒さ厳しい日が続きますが、皆さん健やかにお過ごしでしょうか。 
 
紀中、紀南エリアでは梅の花が綻び始める頃には、例年であれば１月下旬にみ

なべ町の南部梅林が、２月上旬に田辺市の紀州石神田辺梅林が開園します。ご存

じのように本県の梅生産量は全国１位を誇っていますので、２月中旬になると、

このエリアの農村部では、一面に梅の白い花が咲き誇り、遠くの山肌が白く霞ん

だ様に見えます。皆さんも梅林にお出かけになられたこともあるかと思います

が、残念ながら今年は新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、両梅林とも休

園することになっています。 
 
県内各地には、この他にも紀の川市桃山町の桃、古座川町七川の桜、日高川町

美山の藤など花の名所が数多く存在します。 
県では令和２年度から、「未来を彩る花の郷づくり事業」として、地域活性化の

ため地域の人々が取り組む、樹木の植栽やこれらの樹木を鑑賞に訪れる人を増加

させるための環境整備など、１００年先の未来まで続く花の名所を作るための活

動を支援しています。 
今年度は県として紀美野町の動物愛護センターに桜を植樹するほか、稲原さん

ぽ道の会が実施する印南町印南原の山間部にある「段々花畑」でのオンツツジの

植樹など計５団体の植栽事業等も支援しています。 
こうした活動が実を結び、四季折々に咲きほこる花や綺麗に色づく木々を鑑賞

できるスポットが今まで以上に県内各地で増えれば、県民だけでなく、県外から

のお客様にも楽しんでいただけると思います。もう少し時間はかかると思います

が、皆さんも楽しみにしていてください。 
 
     知事室秘書課長 中松 則夫 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌山
に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと考え
ています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   

                    2021 年（令和３年）２月 Nｏ.１５４ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


